平成３０年度　学校評価実施報告書（別添様式５）

学校名（西京高等学校附属中学校）

	教育目標
『進取・敢為・独創』の校是の下、エンタープライズシップにあふれた、２１世紀をリードし、未来社会を創造する人材を育成する。変化の激しい２１世紀社会において、高い知性を育み、一人一人の個性を伸長する学習を展開し、自由な発想と果敢な実行力を持ったチャレンジ精神を涵養し、未来社会の一員として調和のとれた豊かな感性を磨く。創造的コミュニケーション能力を駆使して、グローバルな視点で自然現象・社会事象を考察し、２１世紀の国際社会に貢献し活躍できるグローバルリーダーを育成する。

	年度末の最終評価

	自己評価
	教育目標の達成状況，次年度に向けた見直し
・入学説明会やオープンキャンパス時において、教育目標や校是の周知がなされていることもあり、日々の教育活動において、教職員のみならず生徒一人一人が、常に校是を意識して取り組むことができている。
・授業を一番に考えた教科学習や６年間を見据えた総合的な学習の時間を進めることにより、果敢な実行力と豊かな感性の育成ができた。
・６年間の中高一貫教育の強みを活かし、定期的に中高合同研修会や教科会を行うなど、高校卒業後の進路及び将来の展望を見据えた教育活動を展開した。

	学校関係者評価
	学校関係者による意見・支援策
本校への入学を希望する児童や保護者の持つ高い意識や価値観とともに、学校へ期待する内容や要望も増している。また、このところ数年、一定の志願者数を維持していることからも、よりその期待の大きさがうかがえる。学校設立時の方向性を大切にしつつ、今後さらに、目まぐるしく変化する社会情勢や児童・保護者の希望に丁寧に対応していくことが必要である。創立時期からの教職員の大幅な異動が進んでいる中、中高６年間を見通した学校づくりをより推進していくためにも、教職員に対して、本校教育の推進に積極的に取り組むために必要な研修を精選し、さらに個々の教育実践力を高めてほしい。　


学校関係者評価の評価日・評価者
	
	評価日　
	評価者　

	中間評価
	平成30年10月20日
	学校評価委員会

	最終評価
	平成31年3月13日
	学校評価委員会



（１）「確かな学力」の育成に向けて 『学力向上プラン』
	重点目標
生徒・教職員共に全ての教育活動の基本は「授業」であるという強い認識の下、生徒の「主体的、対話的で深い学び」についての教職員間の共通理解を図るとともに、授業を通して生徒と真のコミュニケーションを図ることができる、生徒が輝き、お互いに信頼感のある授業の実現を目指す。また、各授業は予習・復習の家庭学習を前提として行うことを教職員自ら再認識するとともに生徒にも徹底させ、家庭学習と授業をつながり合わせながら「自ら学ぶ力」の育成の機会を増やしていく。
また、平成33（中学）34（高校）年度の新学習指導要領実施に向けて4年間の実施計画を策定し、校内の研究を進めるとともに教育目標の見直しも含めた第三次西京改革のスタートの年とする。

	具体的な取組
・サテライト学習（自学自習の時間）の内容を充実させる。具体的には、まず生徒自身に自らの課題について振り返らせ、学力向上に必要な目標設定を促した上で、自主的に学習するプログラムを展開することにより、学習につまずきが見られる生徒へのケアを具体的に行う。
・中高一貫6年間の教育における効果的な教育課程を研究し、中高教員が連携を密にして学習プログラムを工夫する。中学校教員間の教科会のみならず、中高合同による教科会や研修会を計画的に行い、各種テスト等のデータ分析から得られる知見をもとに、中上位層の生徒の学習意欲を引き出す。
・各授業で、主体的・協働的な学習を積極的に取り入れることにより、生徒の「主体的な学び」及び「対話的な学び」を推進する。
・各授業は、予習・復習などの家庭学習の習慣化を前提として行うことを教職員自らが再認識するとともに、「予習―授業―復習」の学習のトライアングルを生徒にも徹底させる。
・授業研鑽週間の設定等、教員の教科指導のスキル向上を図るための研修を実施し、生徒自らが学習に意欲的に取り組むための授業改善及び指導方法の研究を推進する。

	（取組結果を検証する）各種指標
・生徒による授業に関するアンケート調査及び保護者アンケート
・教職員ヒアリング
・授業研鑽週間における教員相互間の授業研修
・チューター（本校卒業生による学習支援ボランティア）との協議
・家庭学習の記録シート
・担任による教育相談
・ベネッセ学力推移調査






中間評価
	各種指標結果
・本校へ入学してよかったと感じているもの　98.5%
・授業に対する満足度　96.2%が満足している 　・努力による学力向上「見られる」は81.6％
・意欲的及び自主的な学習への取組状況「できている」は84.1%
・平日家庭学習時間２時間以上　１年生（小６時）60.0%　２年生（１年時）55.8%　３年生（２年時）32.5%
・休日家庭学習時間２時間以上　１年生（小６時）86.6%　２年生（１年時）97.5%　３年生（２年時）77.8%
・ベネッセ学力推移調査については、各学年とも順調に推移

	自
己
評
価
	分析（成果と課題）
・毎日の「家庭学習の記録」をとおして、生徒の学習状況を把握することができ、自主的な学習意欲の向上に役立てている。
・毎日の課題に加えて、一定量の週末課題を課しているが、生徒への負担が過剰にならないように工夫したり、各教科間での調整が必要である。
・中高合同教科会を複数回持つことができ、各教科内における課題を共有することができており、授業に活かされている。さらに相互の授業研修が活発になることが課題である。
・サテライト学習を通して、自学自習の習慣を身につけることができている。

	
	分析を踏まえた取組の改善
・授業研鑽週間などを活用した中高も併せた授業参観がやや不十分なので、中学校内はもちろん、中高合同の授業研修を行い、意見交流を通して授業改善に活かしたい。
・家庭学習の時間については、平日・休日とも確実に増加しており、学力向上にも繋がっていると思われるが、課題や復習、振り返りにあてる時間に対して、予習にあてる時間が少ないのが課題である。予習⇔授業⇔復習のサイクルの意識付けと、授業の進め方とも関連させて考えていきたい。

	
	（最終評価に向けた）取組の改善を検証する各種指標
・生徒による授業に関するアンケート調査及び保護者アンケート
・教職員ヒアリング
・家庭学習の記録シート
・担任による教育相談
・ベネッセ学力推移調査

	学
校
関
係
者
評
価
	学校関係者による意見・支援策
・家庭学習の課題については、生徒への過度の負担にならないように調整し、自主的な学習や授業への予習の時間が確保できるように工夫する。
・教員間の相互の公開授業や研究授業の機会を、中学校内に限らず、中高合同の研修として積極的に設ける。
・土曜学習やサテライト学習などのチューター支援をさらに充実させる。


最終評価
	中間評価時に設定した各種指標結果
・保護者アンケートによる附属中学校の教育に対する満足度は高い。
・サテライト学習及び土曜学習等の自主学習に対して効果的に取り組めている。
・教育相談等で担任との家庭学習の記録シートによる振り返りを適性に行うことができた。
・ベネッセ学力推移調査やＧＴＥＣは、順調に推移している。

	自
己
評
価
	分析（成果と課題）
・すべての教育活動の基本は「授業」である、という全教職員の共通認識のもと、新学習指導要領の理念に基づき「自ら学ぶ力」の育成をめざし、より質の高い「授業改善」に努めている。
・サテライト学習や未来スタディー事業、土曜学習等の「自主学習」の取組に対しては、一定の定着が見られる。学習支援ボランティアとして本校卒業生（チューターとして）が支援していることもあり、保護者からの期待も多い取組となっている。今後さらに日程や回数の検討及びさらに充実した内容にしていく必要がある。

	
	分析を踏まえた取組の改善
・授業研鑽週間の設定を明確にし、互いの授業研究及び授業改善に向けた取組を充実させる。
・チューターの活用をさらに充実させ、生徒が主体的に参加できるサテライト学習や土曜学習の取組を深める。
・自主的な家庭学習の時間を確保するためにも、単に課題を増やすことだけでなく、各教科間の調整を行いながら、予習→授業→復習→　のサイクルを確立する指導を継続する。
・ベネッセ学力推移調査やＧＴＥＣにおいて、その分析を深め、生徒ひとりひとりの課題を明確にし、その克服に向けた取組をさらに進める。また、新しい大学入試制度（入試問題）に関してもその研修を行う必要がある。

	
	重点目標の達成状況，次年度の課題
・中学校内の授業研究はもちろん、中高合同で行う授業研鑽週間の設定をより明確にし、互いの授業研究を行う機会を充実させることにより、授業改善に取り組み、各教員の資質及び授業力の向上をはかる。

	学
校
関
係
者
評
価
	学校関係者による意見・支援策
・授業改善に対する保護者の期待は高く、教員の資質向上や授業力の向上に対する研修に関しては、今後も活発に行い、生徒、保護者の満足度を維持してほしい。
・ベネッセ学力推移調査やその他各種テストにおける成果も概ね満足できるものなので、さらに高めをめざしてほしい。
・生徒が自主的に学習できる環境（サテライトや土曜学習）をさらに充実させるとともに、家庭学習を充実させる取組を継続してほしい。



（２）「豊かな心」の育成に向けて
	重点　目標
・社会で通用する規範意識の育成を図る指導を行うとともに、自他を大切にする態度を育成する。
・本校の言う「社会人力」を身に付けるために獲得すべき三つのC（コンピテンシー）Communication（人と繋がる力）Collaboration（社会と関わる力）Challenge（果敢に知と向き合う力）についての
　教職員間の共通理解を図り、それぞれの授業・取組においてどのような資質・能力を具体的に身に付けるべきかを明確にしながら全教職員が一体となって指導にあたる。
・生徒一人ひとりの豊かな心を育み、社会と関わり、他者とつながるための実践的な力を育成する。

	具体的な取組
・日々の様々な場面における「挨拶指導」を全教職員が意識的に実践し、道徳教育の根幹に据える。
・生徒の主体的な活動を通して、生徒が望ましい人間関係を築き、集団の一員として協働する態度を育成するとともに学習や健康、安全に対する意識を高め、場と状況に応じた適切な意志決定を伴った行動ができるように中学生としての意識改革を図る。
・生徒会や委員会活動、学級での班活動などを積極的に推進し、協働活動における個々の役割を明確化･評価することで、生徒一人ひとりの自己有用感を高める取組を行うとともに、生徒が自律的に行動するための指導・支援を行う。
・生徒の「多様性を寛容する力」の向上を教育活動のすべてにおいて意識し、「命」を大切にする心を育成し、いじめにおいても発生させない、許さない指導の徹底を図る。また、人権侵害やトラブルにつながるような誤ったSNSの使い方をしないように指導を徹底する。
・国際交流・異文化交流を積極的に行うことによって、多様な文化背景を持つ人々を尊重できる態度を育てるとともに、京都・日本の伝統と文化の魅力を感じとり、それを国内外に広く発信できる力を育成する。

	（取組結果を検証する）各種指標
・生徒の振り返り
・全国学力学習状況調査質問紙
・生徒及び保護者アンケート
・ベネッセ学習実態調査における質問紙、ＱＵ調査における分析
・教職員研修
・中高一貫教育推進会議における共有と分析


中間評価
	各種指標結果
・学校の生活指導やあいさつ指導については、90.0%が適切に行っていると評価
・人権学習や道徳学習による「心の教育」「いじめのない学校づくり」に、適切に取り組んでいると評価　89.4%
・部活動や課外活動に適切に取り組んでいると評価　84.6%
・３年生で、いじめはどんなことがあってもいけないことだと思う割合　99.1%
・３年生で将来の夢や目標を持っているとは言えない割合　22.8%

	自
己
評
価
	分析（成果と課題）
・年間を通して計画的な人権学習や道徳の授業を行い生徒の意識向上に努めており、その成果をあげている。さらに、全校的な視野にたった教材研究が必要である。
・常に相手の立場になって物事をとらえる意識の向上が見られる。また、生徒会により定期的なあいさつ運動を実施し、全校生徒の意識向上に繋がっている。
・京都市内フィールドワークや京都文化検定への取組が定着してきた。
・グローバルリーダーを目指した本校のキャリア教育の一つとしての職場体験や企業訪問に向けた取組を通して、個々の多様性を深めることができている。

	
	分析を踏まえた取組の改善
・一定の改善はなされてはいるが、まだまだ集団における自尊感情や自己有用感に欠ける生徒が多い傾向がある。今後もさらに、生徒会活動や道徳の授業を充実させることを重点に、様々な取組を通して、一人一人を大切にした教育の実践をはかる。

	
	（最終評価に向けた）取組の改善を検証する各種指標
・生徒の振り返り
・生徒及び保護者アンケート
・ベネッセ学習実態調査における質問紙、
・ＱＵ調査における分析
・教職員研修
・中高一貫教育推進会議における共有と分析

	学
校
関
係
者
評
価
	学校関係者による意見・支援策
・エンタープライズ講演会などを活用し、生徒一人一人のキャリア発達に繋がるような取組を、さらに充実させる。また、必要な講師の支援に努める。
・生徒アンケートの分析結果を学校経営に活かし生徒理解に努める。
・いじめを許さない、という意識は育っているが、日々の取組の中で、些細なことでも教師の見逃しがないような体制を整えるとともに、誰もが相談しやすい環境づくりに務める。
・今後も道徳授業の内容の工夫及び強化、参観日などにおける授業の公開を継続させる。


最終評価
	中間評価時に設定した各種指標結果
・生徒会による挨拶運動や様々な取組も心の育成に有効であった。
・保護者アンケートにおいて、中学校の進路指導の取組による生徒の意識向上が認められている。
・人権学習を含めた本校の人権教育に関する成果は約９０％が満足。
・教育理念、教育方針を日々の教育活動に活かしているかどうか、の満足度は高い。

	自
己
評
価
	分析（成果と課題）
・学年道徳や全校道徳の実施など計画的にかつ３年間を見通し系統的に道徳授業を行っている。
・QUや、いじめアンケートなどを行い、分析を共有することで生徒の実態把握に努めている。
・さらに日々の授業や自治活動などを通して、自己有用感、自尊感情を高める集団づくりが課題。

	
	分析を踏まえた取組の改善
・各種アンケートに関する分析結果をもとにした学級経営など、アンケートを活かした生徒指導を推進し、生徒理解に努める。
・生徒達の学びがキャリア発達における気づきに繋がるように、諸活動を通じて豊かな感性を育て、バランスの取れた人格の形成を図る。

	
	重点目標の達成状況，次年度の課題
・道徳や人権学習、特別活動や総合的な学習の時間の取組など、相互間のカリキュラムマネジメントをしっかりと行うことで、生徒自らが一人一人目標を明確に持って課題に取り組むことができている。
・生徒一人一人の自己有用感、自己肯定感をさらに高める取組を行い、生徒が自主的、自律的に行動できるように教職員が意識を共有する。

	学
校
関
係
者
評
価
	学校関係者による意見・支援策
・中高一貫校としての生徒のキャリア発達を促すプログラムを、本校の教育目標ともてらし合わせ、内容を精査し、さらに充実させていくべきである。
・企業訪問やEP-A、その他種々の体験活動のために、講師や外部との繋がりに対しても、積極的に支援をしていく。







（３）「健やかな体」の育成に向けて
	重点目標
・自己の健康状態と生活実態を把握し、自ら健康課題を見つけ解決しようとする態度を育成する。
・学校教育全体を通して、安全指導・防災教育・防災管理の充実を図る。

	具体的な取組
・毎朝の健康観察記録カードを活用し、生徒自らに継続的な健康観察を実施させることによって、自他の健康に興味・関心を持たせ、自己管理能力の育成を図る。
・全教職員が生徒の心身の健康状態の把握に努め、さまざまな場面で共通理解を図り、健康で安全な学校生活を送ることが出来るように支援する。
・中高合同避難訓練や自転車乗車における注意喚起など安全教育を実施し、災害発生時等において、生徒自らが危険に際して命を守り抜くため「主体的に行動する態度」を育成する。
・体育学習及びガイドラインに基づいた運動部活動を充実させ、組織的かつ計画的な安全管理・健康管理に努める。
・食物アレルギーのある生徒の毎日の生活、特に宿泊学習などの校外活動を安心安全なものとするために、教職員が食物アレルギー・アナフィラキシーに対して正しい知識を持つための研修を充実させる。また、常に保護者との連携を密にする意識を持つ。

	（取組結果を検証する）各種指標
・健康観察カードによる生活習慣の把握
・養護教諭及びスクールカウンセラーとの連携
・全国学力学習状況調査質問紙及びベネッセ学習実態調査における生活アンケート
・ＱＵ調査における分析



中間評価
	各種指標結果
・生徒の健康や安心、安全の確保に積極的に取り組んでいると評価　90.9%
・毎日朝食を食べている生徒の割合94.7%
・毎日同じくらいの時間に起床87.7%
・毎日同じくらいの時間に就寝73.7%

	自
己
評
価
	分析（成果と課題）
・朝食をきちんと摂る習慣はできており、起床時間についても、規則正しい生活ができている割合が昨年度よりも増えている。反面、就寝時間については、一定のリズムが保たれている割合が昨年度よりも減っている。課題に費やす時間が日によって異なるのが主な要因になっていると思われる。また、就寝時間が極端に遅い時間になる生徒も少なくない。
・毎日健康観察カードを通して、生徒の健康状況の把握に努めており、養護教諭が必ず目を通すことで、担任や学年教員との共有がはかられており、適切なアドバイスができている。

	
	分析を踏まえた取組の改善
・就寝時間が遅くなることで、睡眠不足による不調を訴える生徒がいるので、健康観察カードを通して養護教諭との連携をさらに徹底して行い、生徒の困りを迅速につかむ努力をする。
・必要に応じてSCや関係機関との連携をはかる。

	
	（最終評価に向けた）取組の改善を検証する各種指標
・健康観察カードによる生活習慣の把握
・養護教諭及びスクールカウンセラーとの連携
・ベネッセ学習実態調査における生活アンケート
・ＱＵ調査における分析

	学
校
関
係
者
評
価
	学校関係者による意見・支援策
・「健康観察カード」を通した養護教諭との連携を継続し、さらに密にする。
・定期的に行う担任と生徒との教育相談の機会を十分に活用し、生徒の心身における状況の把握に努め、担任と家庭との信頼関係を深める。
・SCの活用を積極的に行う、また、SCを活用しやすい環境づくりを行う。



最終評価
	中間評価時に設定した各種指標結果
・担任と養護教諭が連携し、毎日の健康観察カードによる生徒の健康管理が確実に行われ、生徒の生活習慣等や心身の健康状態の把握、改善に活かせている。
・アンケートの結果からは、全体に毎日のTV視聴時間が比較的短い。毎日同じ時間に起床し、基本的な習慣が身についている割合が高い。朝食をきちんと摂る割合が高い。

	自
己
評
価
	分析（成果と課題）
・学年と養護教諭との連携が密にできており、生徒の健康観察が的確に行われている。今後もさらに充実した取組となるように必要に応じて、健康観察カードの内容や点検方法等の見直しを図る。

	
	分析を踏まえた取組の改善
・SC との連携を深め、担任を中心として家庭との信頼関係を密にし、必要に応じて児童相談所等との協力体制を充実させる。
・家庭学習を充実させる取組を行うと同時に生活習慣が乱れないような学習への取り組み方が身につくように指導を深める。

	
	重点目標の達成状況，次年度の課題
・生徒一人一人について毎日の健康観察を非常に丁寧に行っているので、個々の生徒の生活習慣における課題等についても、学年、担任及び養護教諭が常に把握し、必要に応じて家庭とも協力しあって、個別に働きかけができている。
・毎週行っている生徒指導委員会等において、保健室利用の共有ができており、生徒の怪我や健康面に対する課題を共通理解できている。反面、何でもない場面での怪我やストレスによる心身の異常を訴える生徒も少なくないので、様々な場面で未然に防止したり、十分に話し込んだりすることが必要である。

	学
校
関
係
者
評
価
	学校関係者による意見・支援策
・不登校や不調生徒への対応において、一般的な見地からの助言をおこなうとともに、必要に応じて、教員向けの研修会などにも関わりが持てるようにする。
・家庭学習の定着のためにも一定の課題は必要であるが、課題の量によっては睡眠時間が不足する生徒もいるようなので、教科間の連携も深めながら、調整を考えることも必要である。



（４）学校独自の取組
	重点目標
・併設型中高等一貫校としての特色を活かし、6年間を見据えた教育活動を積極的に推進するとともに、中高一貫教育推進会議が中心となって、更なる授業研究及びスーパーグローバルハイスクール（SGH）校の附属中学校としてふさわしいＥＰＡ（総合的な学習）等、特色ある教育活動を展開する。
・教職員ができる限り生徒の教育に直接あたり、専門性を高めるための時間を確保するため、効果的・効率的な校務運営を心がけ、会議・連絡・事務処理等の時間短縮を図る。教職員のワーク・ライフ・バランスを考え、お互いの年齢・経験・諸条件を十分配慮した上での働き方が可能な職場づくりを教育委員会・PTAと協議しながら、持続可能な西京であるための学校運営を目指す。

	具体的な取組
・定期的に中高一貫教育推進会議を行い、中高教員が教育活動の内容を共有するとともに、6年間を見据えた取組を進める。
・中高合同授業研究のために中高合同の教科会を開催し、授業研鑽週間などを機会にお互いに合同の研究授業を計画する。
・進路研修や生徒指導研修等、中高合同研修会の内容を充実させる。
・学校説明会、オープンキャンパス、小学校教員向説明会、また学校ＨＰなどを通して、対外的にも、情報発信の内容を充実させる。

	（取組結果を検証する）各種指標
・中高合同教科会、授業研鑽による相互の意見交換
・教職員ヒアリング
・保護者アンケート
・学校ＨＰのアクセス数




中間評価
	各種指標結果
・生徒の教育に熱心に取り組み、生徒への指導全般において適切に行っていると評価　95.0%
・毎月、定例の中高一貫教育推進会議を行い、中高それぞれの取組の確認や振り返りを行う。
・日々の取組をHPや学年通信等と通じて発信し、HPについては、一定の閲覧数を推移している。
・学校説明会やオープンキャンパスにて学校を公開している。

	自
己
評
価
	分析（成果と課題）
・教員がそれぞれ中高一貫校としての特徴を理解し、本校の目指す生徒像を共有することで、日々の教育活動を実践できている。
・毎月定例に中高一貫教育推進会議を行っており、校内外の取組において重要な役割を果たしている。中高の教員が、同じ視点で中高一貫校としての方向を発信することができている。
・HPや学年通信を通して、学校の情報をタイムリーに発信できている。
・小学生及びその保護者に向けた説明会において、本校のめざす生徒像を確実に発信することができているので、本校の志願者に対して一定の理解が得られている。

	
	分析を踏まえた取組の改善
・中高一貫教育推進会議において、中高それぞれの取組の共有がなされてはいるが、教職員全体への拡がりに関してまだまだ不十分な面もあるので、さらに連携を密にしていく必要がある。
・学年通信のみではなく、機会を見て、学級通信なども積極的に発行できるように心がける。
・本校を志願する小学生はもちろん、小学校教員に対しても本校の特徴及びめざす生徒像等について理解を深めていく取組が必要である。

	
	（最終評価に向けた）取組の改善を検証する各種指標
・中高一貫教育推進会議
・教職員ヒアリング
・保護者アンケート
・学校ＨＰのアクセス数

	学
校
関
係
者
評
価
	学校関係者による意見・支援策
・中高一貫校として６年間を見据えた教育活動を行っていくことの重要性について、教職員がしっかりと共有するとともに、意識の向上をはかる。
・HPや学年通信をはじめとした学校からの通信、配布物などを通して、日頃の学校生活の様子や生徒の成長の様子を継続的に発信する。






最終評価
	中間評価時に設定した各種指標結果
・定期的に中高一貫教育推進会議を行うことができた。
・HPについては、一定の閲覧数を推移している。
・学校説明会やオープンキャンパスにて学校を公開している。

	自
己
評
価
	分析（成果と課題）
・中高一貫教育推進会議を定例に行い、６年間を見据えた教育活動が展開できるように、中高がそれぞれの取組の目標や実施状況などを共有し、その確認や振り返りを行えている。
・学校から家庭への各種案内や連絡プリントの配布を日程的に余裕をもって配布するよう心がけている。

	
	分析を踏まえた取組の改善
・学校説明会やオープンキャンパスでの本校から発信する内容を精選し、本校の特徴や目指す生徒像を、的確に伝えられるようにさらに工夫を深める。
・保護者による学校評価アンケートや、生徒による授業評価などの分析結果を各分掌で検証し、改善に努める。
・学年通信、学級通信等の内容を精査し、保護者に対しての情報提供を充実させる。

	
	重点目標の達成状況，次年度の課題
・中高一貫校として、６年間を見据えた教育活動を行っていくことを中高の教職員が相互のコミュニケーションを深め、個々の教職員の意識の向上をはかる。
・教職員一人一人が働き方改革を十分に理解し、持続可能な教育活動を展開できるように努める。

	学
校
関
係
者
評
価
	学校関係者による意見・支援策
・保護者に対しての情報提供をふやすために、学級通信や学年便りをさらに充実させるとともに、保護者による学校評価アンケートや、生徒による学習アンケート（授業評価）などの分析結果について、学校関係者として教職員に対して、適切な提言をおこなう。
・日々の教育活動の中で、公立中高一貫校としての特色づくりをさらに深めてほしい。



